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results』 
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   『黄斑部の滲出性網膜剥離を契機にネフローゼ症候群が発見された 1 例』 
 
松山真弘, 三木克朗, 尾辻剛, 平本裕盛, 西村哲哉, 髙橋寛二 
   『長期間経過観察中に再発した IRVAN の１例』 
 
切石達範, 千原智之, 木村元貴, 大中誠之, 永井由巳, 髙橋寛二 
   『漿液性網膜色素上皮剥離に大きな円形の色素上皮欠損を認めた一例』 
 

澤田朋代, 吉田秀之, 千原智之, 嶋千絵子, 中内正志, 髙橋寛二 

   『緑内障を合併した黄斑円孔術後にタフルプロスト使用し黄斑円孔が再開した 1 例』 

 

第 422 回大阪眼科集談会（大阪 平成 30年 2 月 3 日） 

境友起夫, 三木克朗, 尾辻剛, 西村哲哉 
   『Bilateral idiopathic multifocal retinal pigment epithelial detachments 

の一例』 

 
奥田慶子, 木村元貴, 山田晴彦, 髙橋寛二 

『光干渉断層計にて自然閉鎖を確認した黄斑円孔の 4 症例』 

  

第 423 回大阪眼科集談会（大阪 平成 30年 4 月 7 日） 

山田章悟, 松山育夫, 垰本慎, 髙橋寛二  
   『サイトメガロウイルス角膜内皮炎の自験例の報告』 
 



境友起夫, 三木克朗, 三間由美子, 西村哲哉, 髙橋寛二   

『レバミピド点眼液が著効した難治性糖尿病角膜症の 1 例』 

 

第 424 回大阪眼科集談会（大阪 平成 30年 6 月 2 日） 

安達彩, 吉田秀之, 山田晴彦, 髙橋寛二 

『若年者の高血圧網膜症』  

 

佐藤侑紀, 盛秀嗣, 山田晴彦, 髙橋寛二  

『非近視眼に発症した黄斑円孔網膜剥離の 1 例』 

 

第 425 回大阪眼科集談会（大阪 平成 30年 8 月 4 日） 

横田開人, 大中誠之, 千原智之, 木村元貴, 永井由巳, 髙橋寛二 

『光干渉断層血管撮影によるポリープ状脈絡膜血管症の滲出再発予測の検討』  

 

澤田朋代, 吉田秀之, 千原智之, 嶋千絵子, 中内正志, 髙橋寛二  

『緑内障を合併した黄斑円孔術後にタフルプロスト使用し黄斑円孔が再開した 1 例』 

 

第 426 回大阪眼科集談会（大阪 平成 30年 10 月 6 日） 

切石達範, 千原智之, 木村元貴, 大中誠之, 永井由巳, 髙橋寛二 

   『漿液性網膜色素上皮剥離に大きな円形の色素上皮欠損を認めた一例』 

 

松山真弘, 三木克朗, 平本裕盛, 尾辻剛, 西村哲哉, 髙橋寛二 
   『長期間経過観察中に再発した IRVAN の１例』 

  
第 427 回大阪眼科集談会（大阪 平成 30年 12 月 1 日） 

久次米佑樹, 永井由巳, 千原智之, 大中誠之, 木村元貴, 髙橋寛二 

   『局所性脈絡膜陥凹(Focal choroidal excavation)に脈絡膜新生血管を伴った 3 症例』 
 
平成 29年度学術講演会（第 8 回）「最近の OCTの進歩」（大阪 平成 30年 1月 13 日） 
大中誠之 
   『網膜の OCT』 
 
第 12 回ひらかた眼疾患フォーラム（大阪 平成 30 年 2 月 17日） 

千原智之 

   『黄斑疾患の画像診断におけるポイント』 
 



木村元貴   

『関西医大病院における病診連携について（AMD 編）』 

 

大中誠之 
   『紹介いただいた患者様の治療方針について』 

 

第 14 回 茨城眼科セミナー（茨城 平成 30 年 2 月 23日） 

髙橋寛二 

   『加齢黄斑変性における OCT angiography の活用』 
 
第 13 回くすのき眼科臨床懇話会（大阪 平成 30年 3月 3日） 

西村哲哉 

   『最近の眼科低侵襲手術』 

 

大中誠之 
   『明日から使える AMD 診療のコツ』 

 

第 3 回 関西眼科画像研究会（神戸 平成 30 年 3 月 3 日） 

永井由巳 

『加齢黄斑変性の診療において造影検査は必要なくなるのか』 

 

三木克朗 

   『関西医大総合医療センター眼科における OCT撮影の工夫』 

 

第 9 回鴨川眼科研究会（京都 平成 30 年 3 月 3 日） 

千原智之 

   『OCTのチョイ耳学』 

 
第 1 回 OHKK の会（大阪 平成 30年 3月 4日） 

安達彩, 山田晴彦  
   『病歴から推察しにくかった高血圧網膜症の 1 例』 
 
草開隆佑, 山田晴彦  
   『laser 光凝固が奏功した若手の pit macular syndrome の 1 例』 
 

第 3 回西日本 RVO 研究会（京都  平成 30年 3 月 10 日） 



小池直子 

   『血管アーケード外の無灌流領域へのレーザーは必要か？』 

 

Retina Update Spring Seminar（大阪  平成 30 年 3 月 21 日） 

大中誠之 

   『症例から見る典型加齢黄斑変性の治療の実際』 
 

第 5 回 New Generation Glaucoma Conference 

吉田秀之 

   『緑内障手術の症例呈示』 

 

第 4 回 KCS（大阪 平成 30年 3月 24日） 

境友起夫  
   『難治性糖尿病角膜症の薬剤治療症例』 
 
山田章悟  
   『サイトメガロウィルス角膜内皮炎の症例』 
 

STEP 大阪（大阪  平成 30 年 3 月 25 日） 

永井由巳   

第 1 部「網膜疾患の診断と治療（AMD/mCNV）」  

第 3 部「硝子体注射実践」 

 

第 3 回眼科合併症研究会（大阪 平成 30年 4 月 5 日） 

山田晴彦 
   『術後感染性眼内炎』 

 

第 3 回 AMD Expert Meeting in 京都（京都 平成 30 年 6 月 30日） 

千原智之 
   『症例 DiscussionⅡ AMD に対する OCT-A の試み』 
 

第 7 回守口オフサルミックフォーラム（大阪  平成 30 年 7 月 28 日）   

三木克朗 
   『再発を繰り返す   症候群の症例』 
 
松山真弘 



『当院におけるマイボーム腺炎角結膜上皮症の印象』 
 

第 47 回関西医科大学眼科同窓会 春の勉強会（大阪 平成 30 年 5 月 13 日） 

髙橋寛二  

『脈絡膜新生血管の生体イメージングと病理相関』 

 

第 2 回北摂 Retinaフォーラム（大阪 平成 30 年 5 月 16日） 

山田晴彦 

   『硝子体手術の合併症』 
 
第 7 回 Mie ophthalmic Seminar （三重 平成 30 年 5 月 20日） 

永井由巳 

   『加齢黄斑変性における最近の診断や治療』 

 

第 100 回網膜病変談話会（東京 平成 30年 5 月 24 日） 
髙橋寛二 
   『加齢黄斑変性－治療の歴史と展望－』 
 
第 88 回 九州眼科学会（長崎 平成 30 年 5 月 25日） 

ランチョンセミナー 

永井由巳 
   『ガイドラインに基づく加齢黄斑変性の診療』 

第 6 回 ORCA （名古屋 平成 30年 5月 27日） 

髙橋寛二 

   『眼病理学オーバービュー』 

 

なんかい！黄斑疾患サークル（大阪 平成 30年 6月 9日） 

山田晴彦 

   『DME の診断と治療戦略』 

 
第 1 回 SVCC（大阪 平成 30 年 6 月 21 日） 

山田晴彦 

   『難治性硝子体手術』 
 

眼科スタッフセミナー2018（東京 平成 30 年 6 月 24日） 

永井由巳 



   『OCT 黄斑疾患編』 

 

第 3 回 AMD Expert Meeting in 京都（京都 平成 30 年 6 月 30日） 

千原智之 

   『症例 DiscussionⅡ AMDに対する OCT-A の試み』 

 

尾張眼科セミナー 2018（一宮 平成 30年 7 月 28日） 

永井由巳 

   『最近の加齢黄斑変性の診断と治療のトレンド』 
 
第 10 回大阪緑内障ベーシックセミナー（大阪 平成 30 年 7 月 28日） 

加賀郁子 

   『緑内障ガイドライン第 4 版解説』 
 

第 2 回 Retina Deep Dive（福岡 平成 30年 8 月 4 日） 

永井由巳 

   『pachychoroid spectrum とは???』 
 
関西エリア AMD座談会（大阪 平成 30年 8 月 11 日） 
大中誠之 
   『長期視力維持のための AMD 治療戦略』 
 
第 20 回 Japan Macula Club（蒲郡 平成 30 年 8 月 18日～19 日） 

永井由巳, 髙橋寛二 

『OCT Angiography でみた 2 型脈絡膜新生血管の診断と治療後の推移』 

 

梅田網膜研究会（大阪 平成 30年 8月 24日） 

   『実臨床からみた RVOの治療戦略』 

 

第 209 回 茨城県眼科医会 学術講演会（水戸 平成 30年 8月 26 日） 
永井由巳 
   『加齢黄斑変性の診断と治療のトレンド』 
 
バイエル薬品社内講演会（大阪 平成 30年 8 月 28 日） 

千原智之 

   『画像所見 3 大柱』 



 

AMD講演会 in 博多（福岡 平成 30 年 8 月 31日） 

大中誠之 
   『当院における AMD 治療の実際』 
 
京阪沿線眼科勉強会（大阪 平成 30 年 9月 8 日） 

盛秀嗣 
   『OCT angiography を用いた増殖糖尿病網膜症における網膜新生血管の構造分析』 
 
第 9 回眼科学術サロン（大阪 平成 30 年 9 月 8 日） 
髙橋寛二 
   『Pachychoroid 疾患群の脈絡膜構造と病態・治療』 
 
第 5 回 Shizuoka Retina Forum（静岡 平成 30 年 9 月 8 日） 

大中誠之 
   『当院における AMD の診断と治療』 
 
日本視能訓練士協会 生涯教育制度 2018年度新人教育プログラム 

（大阪 平成 30年 9月 17 日）  

永井由巳 

『眼疾病学－全身疾患と眼－』 

 

日本視能訓練士協会 生涯教育制度 2018年度専門教育プログラム Ⅱ 

（大阪 平成 30年 9月 17 日） 

永井由巳 

『OCT 検査－光干渉断層計』 

 

第 4 回 網膜疾患 Update Seminar in 福岡（福岡 平成 30年 9月 21 日） 

永井由巳 

   『加齢黄斑変性治療のブラッシュアップ』 
 

第 4 回滝井レチナ倶楽部（大阪 平成 30年 9 月 27 日） 

尾辻剛 
   『網膜静脈分枝閉塞症 最近の話題』 

 
三木克朗 



   『Dr.ミッキーの OCT 講座 Part3  みる・見る・視る』 
 
第 2 回 AMD New Generation Seminar（大阪 平成 30 年 9 月 28日） 

千原智之 
   『当院における PDT 併用治療』 

 

眼科スタッフセミナー2018（広島 平成 30 年 9 月 30日） 

永井由巳   

   『OCT 黄斑疾患編』 

 

バイエル薬品株式会社プレスセミナー（東京 平成 30年 10 月 16 日） 

髙橋寛二 
   『滲出型加齢黄斑変性治療の新しいあり方 

～日本人患者さんにおける最新エビデンスより～』 
 
目のすべて展（大阪 平成 30 年 10 月 8 日） 

木村元貴 

   『白内障』 

 

第 16 回香川県眼科セミナー（高松 平成 30 年 10月 20日） 
尾辻剛 

   『網膜静脈分枝閉塞症 最近の話題』 

 
日本人の加齢黄斑変性治療マネージメントを考える～PCV と Non-PCV の視点から～ 

（大阪 平成 30年 10 月 21 日） 

大中誠之 

   『AMD症例ディスカッション-実臨床から考える AMD治療戦略-』 

 

HOYA 社内講演会（大阪 平成 30 年 10月 26 日） 

木村元貴 

   『開瞼器と眼科手術機器』 

 

関西医科大学眼科同窓会 秋の勉強会（大阪 平成 30年 10 月 27 日）   

松山育夫   

『重症真菌性角膜炎の 1例』 

 



松山真弘   

『真菌性角膜炎の診断と治療』 

 

石本敦子 

『モラクセラ角膜潰瘍』 

 

加賀郁子   

『小切開緑内障手術（MIGS）について』 

 

髙橋寛二，盛秀嗣   

『眼内腫瘍の基本所見』 

 

 

第 3 回 Yamaguchi Retina Forum（山口 平成 30年 11 月 1 日） 
永井由巳 

   『加齢黄斑変性診療ブラッシュアップ』 
 
Ophthalmic Skill up Seminar（東京 平成 30 年 11月 3日） 

永井由巳  
   『症例検討 「診断に迷う症例Ⅱ」』 

 
第 54 回 PACGs プログラム（大阪 平成 30年 11 月 6 日） 
千原智之 
   『硝子体術後に PG 製剤で黄斑円孔が再発した症例』 
 

第 3 回 Retinal Conservation Conference in NARA City（奈良 平成 30年 11 月 8日） 
西村哲哉 
   『最近の低侵襲硝子体手術』 
 
永井由巳 
   『滲出型加齢黄斑変性診療の現況』 

 

第 89 回香川大学眼科研究会（高松 平成 30 年 11月 10日） 
髙橋寛二 
   『                           』 
 



眼科 PDT 研究会 第 23 回講習会（大阪 平成 30年 11 月 11 日） 
髙橋寛二 
   『                         』 

 
STEP 東京（東京  平成 30 年 11 月 18日） 

永井由巳   

第 1 部「網膜疾患の診断と治療（AMD/mCNV）」  

第 3 部「硝子体注射実践」  

  

アルコンファーマ社内講演会（大阪  平成 30年 12 月 11 日） 

   『近視性脈絡膜新生血管と抗 VEGF療法』 

 

 

 

 

 

 

 


